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数学の楽しさを感じさせる授業づくり
「聞い』を設定した授業の考察を通してー
学習開発コース (1322ω05) 小蘭恭平
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在及t期究の背景
中学校学習指導要領解説数学編(文部科学
省，2008)では，数学科の目標として「数判句活動
を通して，数量や図形などに関する基礎的な枇念
や原理・法則についての理解を深め，数判句な表
現や先日里の仕方を習得し，事象を数理的に考察し
表現する能力を高めるとともに，数学的活動の楽
しさ冬場浮のよさを実感し，それらを活用して考
えたり判断したりしようとする態度を育てる」と
記述されている。その目標の中で「数学的活動の
楽しさJについては，単に楽しく活動するという
側面だけでなく，それによって生徒にどのような
知的成長がもたらされるかという質的側面にも目
を向けるように解説されている。
2011年に中学校2年生を対象に行った閏際教
育到達度評価学会(IEA)の「国際数学・理科教育動
向調査JσIMSS2011)では， r数学が楽しいカサと
いう質問に対して.r強くそう思うJ.rそう思う」
と回答した生徒の割合は.47.6% (国際平均
70.7%)， rわたしは，数学が好きか」という質問
に対して， 39.1% (国際平均66.2%)という結果
だった。この結果から日本の中学生の半数以上が，
数学が好きだ，数学が楽しいと感じていないこと
が読み取もる。数学が好きだという生徒に関して
は， TIMSS2007の数値よりも下がっている。固際
平均と比べても大きな差があることが見て取れる。
日本の中学生の数判針L，数学嫌いの問題は数学
教育における大きな問題だと考える。
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表1.数学の勉強は楽しい
日本 アメリカ ロシア 国際平均
強くそう思う 13.3覧 27.3百 29. 7国 3. 1首
そう思う 34.3覧 37.3幅 42.3'出 37.6% 
合計 47.6覧 64.6覧 72.0国 70. 7百
表2.私は数学が好きだ
日本 アメリカ ロシア 国際平均
強くそう思う 12.7覧 26.9覧 32. 7覧 32.2覧
そう恩う 26.4!覧 34.9先 39.0略 34.0偽
合計 39.1見 61. 8幅 71. 7覧 66.2国
(TI略S，2011)
実際，筆者が塾講師をしていたときの生徒にも，
数学に苦手意識を持っていたり，数学が嫌いだっ
たりして数学が楽しくないと言う生徒が多くいた
よう同惑じる。昨今の中学校における数学の授業
は，受験のための数学になってしまっていること
が多いと考える。生徒が公式や定理を覚え，その
公式の使い方を暗記するだけの学習になっている
のではないだろうか。
小関(2013)は中学校数学において，三角形の合
同条件を見出す実践授業を通して，生徒自身が自
分と違う考えに出会ったときに，その違いを考え
たり，本質的に閉じところを見つけようとしたと
きに，発見する楽しさを感じたりするという示唆
を得た。また，発見する楽しさを感じる際には，
教師の手立てや生徒とのかかわり方が影響するこ
とを明らかにした。しかし，生徒の考えは偶然出
ただけではないか，予習している生徒が多いとき
には発見とはならないのではないかという疑問が
残る。そこで，教師が提示課題を意図的に設定す
ることで生徒に数学の楽しさを感じさせる授業が
できないか考えた。
(2)研究の目的
本研究の目的は，中学校数学の授業において，
小関(2013)の研究課題を踏まえ，制市が意図して
提示課題を設定した授業を行うことで，数学の楽
しさを生徒が感じられることを明らかにする。
(3)研究の方法
①先行研究の検討
②授業の構想及び実践
③実践授業証緑(VTR)の分析・考察
④分析・考察のまとめ
2 先行研究の検討
(1)数学の楽しさの捉え
細水(1998)は， r算数・数学を学ぶ楽しさを味
わわせながら，少しずつ質の高い数学そのものの
楽しさに気づかせていくことが大切である」と考
丸児童・生徒に味わわせたい算数・数学の楽し
さを次のように捉えている。
-発見する楽しさ
・創る楽しさ
-考える楽しさ
・活用する楽しさ
それと同時に，学習指導のねらいを，道筋を立
てて考え，数理的に処謹する能力，態度の育成，
算数・数学の楽しさやよさを味わわせ，意欲的な
学習態度の育成としている。また，算数・数学の
楽しさやよさを味わわせる学習指導を考える際に
は，次のことを基本姿勢として捉えている。
①学習の目的を明確にとらえさせる。
②必要感，興味・関心を持たせる。
③できた喜び，わかった喜びを味わわせる。
④なるほど，素晴しいといった感動を大切にする。
⑤成長の喜びを味わわせる。
また，中学校学習指導要領解説数学編(文部科
学省， 2008)では， r数学的活動とは，生徒が目的
意識をもって主体的に取り組む数学にかかわりの
ある様々な営みである」としている。「数学的活動
の楽しさについては，数学のよさとともに実感す
ることJとしている。また，数学を学ぶ過程を大
切にすると言噛されている。これは，単にでき上
がった数学を知るだけでなく，活動を通して数学
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を学ぶことを体験する機会を設け，その過程で
様々な工夫，驚き，感動を味わい，数学を学ぶこ
との面白さ，考えることの楽しさを味わえるよう
にすることが大切であるとしている。このことよ
り，本研究で授業を構想し，実践する際，教師主
導ではなく，生徒が主僻句に学ぶ活動を取り入れ
ることが重要であると考える。また，生徒の活動
において数学の楽しさを感じることができると考
える。
以上のことより，数学の授業では生徒が主榊句
に数学に取り組む過程で，驚きや感動，面白さを
感じることが大切であると考える。教師が単に内
容を教えるだけの授業ではなく，生徒が自らの活
動を通して数学の本質に近づくことで数学の楽し
さを感じることができるのではないかと考える。
そこで，本研究では「数学の楽しさ」を次のよう
に捉える。
-自分になかった考えに触れる楽しさ
.新しい考えを発見する楽しさ
・主体的に課題に向き合い，解決しようとする楽
しさ
-他の考えを理解しようとし，自分の中で理解を
深める楽しさ
上掲の捉えに従って，本研究を進める。
(2)授業づくりの視点
数学の授業づくりについて山崎(2012)は， r生
徒の素朴な疑問と向き合い，その意味と必要性も
きちんと指導していかなければならない。日々の
授業においても，その時間で考えるべき『問い』
が設定され，それが明らかになる過程が倣Eまれ
ていなければならない」と述べている。
ここで山崎がいう「聞い」とは，生徒の疑問で
あり，生徒が自分の問題として解きたくなるよう
な疑問や問題のことだと捉える。本研究では，こ
の捉えに従って耕市が意図して「聞い」を設定し
た授業を構想し，実践授業を行い分析・考察する。
3 実践と結果
(1)授業の構想
①「聞い」について
2 (2)でも述べたように， r問いJとは生徒が自
分の問題として解きたくなるような疑問や問題と
捉える。剃市が意図的に授業の中でこのような「問
い」を設定することで，生徒の疑問を生むことに
つながるのではなし、かと考える。
②「問いJを設定した授業
三角形の合同条件を見出す典型的な授業におい
ては，三角形が提示され，その三角形のlつの辺
が与えられた条件下で合同な三角形を作図し，そ
の過程で三角形の合同条件を見つけていくととが
多い左考えられる。
ヨ〉参 2つの三角形が合同かどうかを判断する方法こついて考えてみよう.
三角形には， 3つの辺と 3つの角があるが，これら / ¥ 
3つの辺の長さと 3つの角の大きさのうち，どれがわ ノ 司
かれば三角形が lつに決まるか前べてみよう。 / ¥ 
/o . 
l!)3辺哨が4肌
なさい。
3辺がわかっている場合は，
三角形はlつに決まる。
6(111一一
(教育出版，中学2年数学， 2009， p.92) 
図1.教科書の課題提示例
現行の中学校の教科書(例えば，浬田ほか，教
育出版， 2009)においても，上掲の図1のような課
題が与えられている。
典型的な授業の提示課題(図1)に対して，筆者
は「問いJを設定した授業を構想する。具体的に
は，次のような条件不足の課題を提示する授業を
提案する。
練題号できるだけ少ない条件で
合同な三角形を作図しようロ
A 
B C 
図2.本研究での課題提示案
図2における課題文を「できるだけ少ない条件
で合同な三角形を作図しようJとする。図2の課
題では，図1のような作図する場所の指定を行わ
ない。耕市は，r作図しよう」という指示でとどめ，
空白が多い学習プリントを配布する。言い換えれ
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ぱ，作図する場所を生徒の判断に任せるようにす
る。都市が作図場所の指定を行わないことで，生
徒の考えが広がるのではなし、かと考える。また，
典型的な授業の提示課題(図1)では， 3つの辺や
角を利用して作図するようにしている。本研究の
提示課題では， rできるだけ少ない条件」という文
言を用いて使う辺や角の数を指定しない。つまり，
図1のように3つの辺や角を使うことを指示しな
いことで，作図場所を指定しないことと同様に，
生徒の考えが広がると考える。
図2における課題文中の「条件」という文言に
ついては，三角形を構成する3つの辺と 3つの角
を言い換えているのだが，あえて「条件」という
文言の説明を詳しくしないことにより，生徒が疑
問を生むのではなし、かと考える。
以上のことを踏まえて学習指導案を作成する。
(2)授業の実践
3 (1)の構想をもとに，山形大学大学院教育実践
研究科における教職専門実習Eで，三角形の合同
条件を見出すととを目標に授業実践を行った。
①実施年月日:平成26年1月5日9:50""'10:40
②対象生徒:山形市立A中学校第2学年(計33名)
@凝業者:小関恭平
④対象生徒の様子
数学に対して苦手意識を持つ生徒が少なく，前
向きに授業に取り組む生徒が多1t¥また，塾など
で既に合同条件を学習している生徒も数人いる。
そのため，教師の発問に対して，反応を返す生徒
が多い半面，授業て強う内容を先に発言してしま
う生徒も見られる。
⑤分析・考察の方法
実践授業の活動記録(判官)，発話記録，生徒のワ
ークシ}ト，授業者の授業メモをもとに分析・考
察した。
⑥刺寺の概要
「平行と合同jの単元で三角形の合同条件の1
時間目である。本時は三角形の合同条件を見出す
ことを目標として授業を展開し丸授業の流れは，
ム姐Cを提示して，課題を「できるだけ少ない条
件で合同な三角形を作図しよう」とし， 4人グル
ープで活動を行った。教科書を使わず，グループ
内での話し合いを中心にできるだけ少ない条件を
見つけるように指示した。自由にグループ内で話
をさせ，耕市からヒントを与えることを極力しな
かった。
⑦実践授業における対象生徒の様子
実践授業において次のような場面カ噂擦された。
4人グIV-プ(男子2名，女子2名)での話し合い
の様子である。なお合場面における Cl，C2， C3，
c4は生徒を表す略記である。
Cl :これって三角形の合同条件のことでしょ。
だから条件は3つだよ。 ω
α:そうなの?どうやって作図するの?
Cl : 3辺とヵ、 2辺と聞の角を使うんだよ。
岱:でもできるだけ少ない条件ってあるよA も
っと少ないのあるんじゃない?ら)
Cl :でも塾でやった合同条件は全部3つだった
よ。
C4:まず条件って何?(c) 
C2:条件が何カ将まっきりしないよね。
Cl :作図するために使った辺と角の数じゃな
b、?
C2:だから Clの言ったやり方だと3つってこ
と治、
C4:じゃ2つだと， 2つの辺とカ鳴だけで僧盟
できるってことだよね?難しくない?
C3:今考えてるから待って。
Cl : 3つが少ないと思うんだけどな。(心
C2:ちょっと考えてみよ。
〈一人ひとりもう一度合同な三角形のf閣方法を
考える。)
C3:わかった!このやり方だったら. 2つの辺
だけで作閣できるよ。
Cl :ほんと?どうやるの?
α:辺ACと辺BCを延長して，コンパスで辺AC
と辺 BCの同じ長さのところに印つけて，
それぞれをA'， B'として，結べばできる
と思う(図3)。
C2:確かにゆこれだったら2つの辺しカ斗まかっ
てないから，条件2個党三
Cl:確かtらでも合同条件に2つの辺はないよ。
C4:合同な三角形を作留するだけだから，合同
条件と違うんじゃない?(e) 
Cl:そういうことヵ、 2つの辺でかけるんだな。
C3:作図だけなら3ついらないってことなんじ
ゃない?多分今のところ俺らのグループ
が一番少ない条件でしょ。の
C2:じゃ，これの作図方法でまとめていい?
Cl :いいよ。 2つはすごい考えでしょ。(前
このグJレープは最終的にc3の作図で考えをま
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とめ，作図に必要な条件を2っとした。
A 
• 
• 
2.:1 
〈生徒αのワー クシ}ト〉
園3.2つの辺を測った作図
4 考察
前述の3(2)⑦での実銭授業で観察された場面
から，教師が設定した f聞いJによって生まれた
生徒の活動の様子が見て取れる。 f問いJの設定と
生徒の活動について考察する。
(1) r聞いjの設定に闘する考察
d測牛不足の課題について
実験授業ではJ r問bリを設定した授業として，
条件不足の課題 fできるだけ少ない条件で合同な
三角形を作図しようJを提示した。作図する場所
を指定しなかったことにより，生徒c3のような考
えが出てきたと考える。合同な三角形を隣にかく
ように指定した場合は生徒 C3の作図(図3)はお
そらく発生しにくいだろう。そのため，作図する
場所を指定しないことで生徒の考えが多様化され
たのではないだろう治、生徒c3以外にも，他のク
ラスの授業においてL::.A配を斬T移動して合同な
三角形を作図する方法なども出された。作図揚所
を指定することで，合同な三角形を作図するため
には少なくとも3つの辺や角が必要であることに
授業を収束させやすくなる。しかし，それでは教
師が生徒を誘導する授業で終わってしまうと考え
る。生徒の考えが多様化されることで，単に合同
条件を教えるだけの授業ではなく，生徒が主体的
に考えを探める活動につながったと考えられる。
生徒が主制切と考えを深める活動は数学的活動で
あり，作図する場所を指定しないことで生徒が工
夫して合同な三角形を作図する，より充実した活
動を行えたと考える。
@本実践授業での提示課題文について
前述3(1)で掲げた図2の課題文の文言につい
て考察する。条件という文言の説明を詳しくしな
かったことにより，下掠(c)rまず剣牛って何?J
のように，条件とは何かという疑問が生徒から生
まれたと考えられる。「条件とは測った辺の長さや
角の大きさのことである」と先に説明していた場
合は，生徒が疑問を生むことにつながりにくかっ
たと考える。前述3(2)⑦の場面において，課題を
提示した段階で，数人の生徒が「条f牛つてなんだ
ろう」という疑問を口にしていた。生徒一人ひと
りに生まれた疑問がグループに落とされることに
より，グループ内で条{牛とは何かという疑問を解
決するための話し合いが起こったと考えられる。
そして，グループ内や生徒同士で条件という言葉
の意味を考える活動を行うことで，それぞれの考
えを深めることにつながったと考えられる。
また， rもっとも少ない条件」という文言につ
いて考えると，生徒 C3(2つ以下の条件で作図し
ようとした生紛のようにこだわりを持たせ，活動
を促進することにつながったのではないかと考え
られる。他のクラスで授業を行ったときにも，も
っとも少ない条件と言う文言に注目し， 2つの条
件や1つの条件でも作図できるのではないかと試
行錯誤していた生徒の姿カ潮擦できた。
①，②から， r問い」を設定することで生徒の考
えを多様化させることができ，提示課題の文言を
樹市が詳しく説明しないことで，生徒の疑問を生
むことができると考えられる。
(2)生徒の活動に関する考察
①合同条件を予習済みの生徒C1の活動
生徒C1の発話下線(a)rこれって合同条(牛のこ
とでしょ。だから条件は3つだよ」からわかるよ
うに，塾で三角形の合同条件を既に予習していた
と考えられる。そのため，本研究の提示課題文の
「合同な三角形を作図しよう」という文言から，
今回の授業では合同条件を扱うと予測したと考え
られる。生徒C1は合同な三角形を作図するには3
つの辺や角が必要であると知っていることで，授
業へのやる気が少し失われている様子も観察され
ている。しかし，生徒C3の作図方法を知ることで，
新たな考えに出会うことになったと考える。生徒
C1の発話下線(d)r 3つが少ないと思うんだけど
な」のように， 3つが最も少ない条件であるとい
う知識があることで，それよりも少ない条件では
作図できないという先入観があったのではないだ
ろうれこれは，塾で「三角形の合同条件は3つ
の辺や2つの辺とその聞の角， 1つの辺とその両
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端の角のいす苛もかが等しいときである」と公式と
して習っていたことで 2つ以下の条件では作図
できないという考えを持っていたと考えられる。
しかし，生徒c3の2つの辺で作図できるという考
えを知ることで，既習知識ではなかった考えに触
れ，特別な条(牛下では2つの条{牛でも作図できる
ととに気付くことにつながっている。生徒C1の発
話下線(g)r 2つはすごい考えでしょ」にあるよう
に，既習知識と違う考えに出会うことで，驚きや
感動を感じ，合同な三角形に対する認識を深める
ことにつながったと考えられる。自分になかった
考えに出会うことで，生徒C1は数学の楽しさを感
じることができたのではないかと考える。
以上より，生徒C1の活動についてまとめると，
既習知識として合同な三角形を作図するためには，
三角形の合同条件である3つの辺や角の組み合わ
せが必要であると考えていたが，特別な条件下で
は2つでも作図できることを知ることで，新たな
考えに両財1，数学の楽しさを感じるとともに，合
同な三角形の認識を深めることにつながったと考
えられる。
信濃題の文言(できるだけ少ない条件)にこだわっ
た生徒C3の活動
生徒C3の発話下線(b)rでもできるだけ少ない
条件つであるよ。もっと少ないのあるんじゃな
い?Jから，生徒C3は「できるだけ少ない条件」
という文言にこだわっていることが窺える。実践
授業では，他のグループのほとんどが3つの条件
が最も少ないと考えていた。ほとんどのグループ
が3つの条f牛でまとまっている中で，生徒C3は他
の考えに依存せず，より少ない条イ牛を見つけよう
としている。自分でこだわり，より少ない条件を
見つけようとすることは数学的活動であると考え
る。そして，自分の力で図3の2つの辺だけで合
同な三角形を作図できたことで，他の生徒と違う
考えを見つけている。他の生徒の考えと違う考え
を発見することで，数学の楽しさを感じることが
できたと考えられる。生徒C3の発話下線(f)r多
分今のところ俺らのグループが一番少ない」から
は，満足感が見て取れる。これは，もっとも少な
い条件品、う文言にこだわりを持つことで， 3つ
の条件よりも少ない剣牛を見つけられた優越感が
含まれているのではないだろうか。文言へのこだ
わりが生徒 C3の競争意識を駆り立てることにつ
ながったとも考えられる。
しかし，数学的に見ると，生徒c3の倒では
対頂角を測っていないため条件が2つとなるが，
辺を延長したことで対頂角を作り出したと考える
ことができる〈図4)。これ4丸三角形の合同条件
の1つである， 2組の辺とその聞の角がそれぞれ
等しいという合同条件に当てはまる。そのため，
生徒口の作図は三角形の合同条件の本質は捉え
られているのである。
" 
' • 
2:1 ，t 
園4. 2組の辺とその聞の働悔しい三角形
以上より，生徒岱の活動をまとめると，額題文
の『できるだけ少ない条件j という文言にこだわ
りを持つことで，他の生徒の考えに依存せず，主
榊りに課題に取り組むことができたと考えられる。
そして，鎮題文の文言にこだわることで， 2つの
条件で合同な三角形が作図できることを発見し，
他の生徒とは違う新たな考えを発見することで，
数学の楽しさを感じることができたと考えられる。
課題文の文言にこだわることが数学の楽しさを感
じることにつながる活動となったと考えられる。
③同グループ内の生徒C2，生徒c4の活動
実践授業の場面において，あまり発言令してい
なし、生徒αと生徒c4についても，グループ内で
の生徒同士のかかわりによって考えを探めること
ができたと考えられる。4(1)②でも述べたように，
下線{c}rます喚件って何?Jの生徒c4が持った
疑問をグJレープ内に投げかけることで，グループ
全体の疑問とし，条件とは何かという考えを深め
ることにつながっていると考えられる。個人の疑
問で終わらずに，金体の疑問としておろし，自分
たちで解決していくことで，数学的活動念行うこ
とができたと考える。グループの生徒の考えを知
ることで，自分の考えを探めることにもつながる
のではないかと考えられる。
また，生徒C2~生徒c4は生徒 Cl と生徒伐の
考え，作図に必要な条件が3っか2っかという考
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えに播さぶりをかけられ，探い学びを得られたと
考える。生徒αと生徒c4も初めは3つの辺の長
さを測ることで創司な三角形を作図していた。そ
のため，初めは3つがもっとも少なb喚件である
という考えを生徒Cl同犠持っていたと考えられ
る。しかし，生徒岱の発言により 2つの条件でも
作図できるのではないかと考えたり，生徒Clの発
言により塾で習っているのなら3つがもっとも少
ない条件となるのではないかと考えたりと，考え
が能れ動くことにつながっていると考えられる.
3つがもっとも少ない条件であるという先入観を
持っていた生徒Clとは違い，生徒C2，生徒c4は
自分の考えが正解であるという自信がなかったの
ではないだろうか。そのため，生徒C3の3つより
も少なし喰件があるかもしれないという考えを否
定的に見ることができなかったと考えられる。そ
のことにより，生徒Cl~生徒c3の考えの聞にい
ることによってどちらの考えが正しいのか，どち
らの考えでまとめればよいのか，などを考えるこ
とにつながり. 2人の考えを自分で解釈する活動
を頭の中析すったのではないかと考えられる。他
の生徒の考えを自分の中で理解し，解釈すること
も数学会悌動だと考える。そして，生徒岱の2つ
の条件で作図できる考えを知ることで，合同な三
角形の理解を探めることにつながったと考えられ
る。これは生徒Clと出動、，既習知識と遭う考え
に出会ったからではなく， 2つの考えの正当性を
自ら考えることを通して， 2つの条件でも作留で
きる考えが正しいという理解を得ることにつなが
っていると考える。生徒c4の発話下糠(e)r合同
な三角形を作図するだけだから，合同条件と違う
んじゃない引から読み取れるように，三角形の
合同条件と合同な三角形を作図するための条件で
は違いがあるという自分なりの考えを持つことで，
生徒C3の考えの理解を深めようとしていると考
えられる。自分の考えを振り返ったり，疑ったり
することは数学において大切なことだと考える。
表立った発言はしていない生徒c2と生徒c4にお
いても，生徒Clと生徒c3の2つの考えを比べる
ことによって，自分の中で理解を探めていくこと
ができ，数学の楽しさを感じることにつながった
のではないかと考える。
以上より，生徒C2，生徒c4の活動をまとめる
と，下灘(c)のような個人の疑問をグル}プ内に投
げかけることで，個人の疑問がグループ全体の疑
問となり，グノv-プ内で疑問を解決しようとする
活動につながったと考えるo また， 2つの違う考
えを知ることで揺さぶりをかけられ， 2つの考え
を自分の中で理解しようとすることで，合同なコ
角形に対する理解を深めることにつながり，数学
の楽しさを感じたと考える。
4 (1) [問いJに関する考察， (2)生徒の活動に
関する考察をもとにまとめると， [聞いJを設定し
た授業について，条件不足の課題提示や課題の文
言を詳しく説明しないことにより s 牛ー 徒の考えを
多様化させることにつながると同時に，生徒に疑
問を生じさせることができるのではないかという
示唆を得た。また， [問いJによって，グノいープ内
の生徒の活動が活発化し，生徒それぞれの活動に
よって，数学の楽しさを感じることにつながって
いると考えられる。
(3)生徒C3の考えを活用した授業構想
今回実践授業で観察した場面の分析・考察から，
探究的な授業として生徒C3の考え(2つの辺で合
同な三角形を作図する)を活かしたさらなる授業
を構想lできる。生徒C3の考えを活かした授業を構
想するにあたって，例えば実践授業の場面におけ
る生徒c4の発話下線(e) [合同な三角形を作図す
るだけだから，合同条件とは違うんじゃない?J
に着目できる。生徒C4の発言に着目すれば，合同
な三角形の作図と三角形の合同条件を同ーと見る
ことができない生徒がいることが推測される。一
方で，数学の内容面では，三角形の合同条件は，
2つの三角形が合同である泊申j断するために用い
られる公式である。しかし，合同な三角形を作図
するだけなら3つの辺や角を必ずしも測る必要が
ない場面がある。その lつの例が今回の生徒 C3
の作図方法だと考える。以上のことを踏まえ，探
究的な授業を構想する。
①「生徒C3の考え」と「三角形の合同条{牛」との
関連性
まず，生徒αの作図方法と三角形の合同条件の
関連性について数学的内容面から考察を深める。
実践授業を分析・考察してみて，生徒C3の考えは，
辺ACと辺BCの2つの辺の長さをiIlUって合同な三
角形を作図しているため，条件は2つとなってい
る。しかし， 2つの辺を延長することで対頂角を
作っているので， 2つの辺と対頂角を用いている
と考えられる。これは，三角形の合同条件である
[2組の辺とその聞の角がそれぞれ絡しし、J!:い
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う条件と同じであると考えられる。生徒C3の作図
方法と 2組の辺とその聞の角がそれぞれ等しいと
いう合同条件を数学的に同ーと見ることができる
か考察する。
1Jめに，牛旋C3の作図を分析する。対頂角は2
つの直線が交わったところに存在する。対頂角の
性質は「対頂角は等しい」ということである。
(対頂角が等しいことの証明)
関5において，辺氏と辺BCの延長により，
4乙BCB-=ζACA-=180'。… 1
ζACB=ζ政:Jl--L乙ACBぺ..i 
LA-CB-=ζACA --LACB-…温
i ，五， ilより，
ζACB=LA -CB -(対頂角は等しい)
A 
B 
A' 
図5 対頂角を記した作図
B' 
生徒C3の作図では線分ACと線分BCを延長す
ることで対頂角を作り出している。そして，対頂
角を作り出すことでζACBと等しいどA-CB-を
ただ1つに決めていると考えられる。そのため，
2つの辺の長さを測り，対応する齢掛等しい状
況を作ると同時に，その間にある対応する角が等
しくなる。そのことによって2つの対応する線分
とその聞の対応する角が等しくなることにより，
ムACBと合同な三角形6A-CB -がただ1つに決
まるのである。したがって，生徒C3の作図と 2組
の辺とその聞の角がそれぞれ等しいという三角形
の合同条件は数学的に同必見ることができる。
(対応する勝士:AC=A -C， BC=B -C， 
対応する角:LA偲=どA-偲-) 
@燥野(]な授業の具体が牌想
①の数学的内容の考察を踏まえて，生徒C3の2
つの辺の長さを測るだけで合同な三角形を作図で
きるという考えを活かし，生徒C4の疑問「合同な
三角形を作図するだけだから，合同条件と違うん
じゃない引を，クラス全体の解決すべき課題と
して扱う授業を構想する。
(a)提示課題について
次の図6のように，構想授業の提示課題を設定
する。貝科油'Jな設定課題を「生徒C3の作図は三角
形の合同条件として認められる判とする。
(課魁生徒 C3の作図は三角形の合同条件とし
て認められるか
A 
B-
B 
企ピ
図6.探究的な構想授業の課題提示
二角形の合同条件では， 3つの辺や角の組み合
わせが必要になるが，生徒C3の作図を提示し.2 
つの辺だけで合同な三角形を作図することができ
るという考えは三角形の合同条件とは違うかどう
かを生徒に考えさせる。生徒C3の作図を提示する
ときには，図6のように，対頂角は示さず2つの
辺の長さだけで合同な三角形を作図したものを提
示する。三角形の合同条件を理解している生徒は，
対頂角を見つけ，三角形の合同条件と結び付ける
ことができると考えるが，三角形の合同条件と合
同な三角形の作図を同ーと見ることができるかど
うかを授業の中心にしたいと考えている。
(b)構想授業における生徒の学びの予想
生徒C3の考えを活かした構想授業において，三
角形の合同条件は一般的な場合であり，場面によ
っては，生徒C3の作図のように対頂角が隠れてい
たり，共通な辺があったりと特殊な場面があるこ
とを生徒に理解させたい。常に離れている位置に
2つの三角形があるのではなく，共通な頂点相互
を有する2つの三角形のときにも，三角形の合同
条件を用いて， 2つの三角形の合同を示せること
を坪解できるように授業を展開する。
生徒の考えの予想として，三角形の合同条件と
合同な三角形の作図を同ーと見る生徒とB 違うも
のと見る生徒にわかれると考えられる。それぞれ
の立場の考えを生徒同士で深め合うことで，互い
の坪解が層深まる活動につながると考える。そ
れと同時に，単に三角形の合同条件を覚える活動
で終わるのではなく，三角形の合同条件の本質を
理解することができるのではないかと考える。
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5 JlJ違点と課題
(1)到達点、
4の考察より，教師が意図的に「問いJを設定
した授業を行うことで次のような示唆を得た。
q漁f牛不足の課題提示を行うことで，牛徒の考え
を多様化させることができる。
②提不課題の文言の説明を詳しくしないことで，
生徒の疑問を生むことにつながり，生徒同七で
疑問を解決する活動につながる。
また. [聞い」を設定することで，生徒の活動
が活発化し，生徒の考えを深めることにつながる
と同時に，それぞれの考えを共有する活動を通し
て生徒に数学の楽しさを感じさせることができる
のではないかという知見が得られた。
(2)今後の課題
3 (2)⑦の場面だけでなく，他のクラスの授業や
全体として「問い」がどのように影響したのかを
分析・考察していく必要がある。また，生徒 C3
等の考えを活かした構想授業を実践し，分析・考
察を深めていきたし、。
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